















































































































わっており、薬物依存等、さまざまな依存症との関連性が指摘されている（Aharon, et al., 





















Network（DMN）と呼ぶ（Raichle et al., 2001）。人は一般的に、安静状態から目的を持っ
た活動に取り掛かる際に、脳内でその活動に向けた切り替えが起こる。安静状態においても
脳の部位間が機能的に結合し、default-mode、いわゆるアイドリング状態になってている























Sonuga-Barke et al. (2010)を基に作成
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